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                （せきしょういだい） 
～一日一日を大切にし，積み重ねていく一年にしよう～   

 

 

 

 

 

 

  
 

熊野東中学校１学年の物語の今は，何章目ぐらいでしょうか。 

 １章目とも言える熊野のつどいを終え，２章目であろう体育祭・文化祭も終えることができました。そこにもいろんな物語があり，日々成長しているよ

うに思います。 

 さて，総合的な学習の時間で「熊野でハッピーライフ」をテーマに学習を進めています。先日は 24 の事業所に班ごとに分かれ訪問をしました。そ

れぞれが様々な体験をさせてもらったようで，うれしそうな様子で帰ってきていたことが，まさに「ハッピーライフ」を表しているように思いました。昨年

度はコロナ禍であり，活動が制限されていた部分がありました。今年度に入り，まだ制約はありますが，学年集団での行事や学校行事も実現し，と

うとう校外にまで活動範囲を広げての学習になりました。私は，このような状況だからこそ，すぐ近くにある「幸せ（ハッピー）」について考えることが大

切なのではないか，いや，こんな状況だからこそ「幸せ」について語れる時代になったのではないかとも思っています。 

 事業所の方からの声の中には「地域の誇りを持てる活動だと思うから，今後も続けていけるように協力していきたい。」というようなものもありまし

た。ありがたいと感じるとともに、そのような地域で生活できているみなさんは、すでに「熊野でハッピーライフ」を体験できているのではないかとも思

いました。 

 これからはみなさんが事業所の方に教えていただいたことをもとに「ハッピー」をアピールする番です。熊野が「ありがとう。」であふれるようなガイド

ブックを目指していってほしいものです。（津留見遼太） 

積小為大 


